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2018年2月21日 

三菱重工サーマルシステムズ株式会社 

中部電力株式会社 

 

循環加温ヒートポンプ「Q-ton Circulation」の開発・販売について 

～地球温暖化の抑制に大きく貢献する低GWP冷媒（R454C）を日本で初めて採用～ 

 

三菱重工サーマルシステムズ株式会社（取締役社長：楠本 馨、本社：東京都港区）と中部電力   

株式会社（代表取締役社長：勝野 哲、本社：名古屋市東区）は、日本で初めて地球温暖化係数（GWP）
※1が従来の約 10 分の 1 となる冷媒 R454C を採用して環境負荷を大幅に低減するとともに業界初と

なる外気温度マイナス 20℃から 75℃の温水取り出しを可能とした工場向け空気熱源循環加温ヒー

トポンプ※2「Q-ton Circulation（キュートン サーキュレーション）」※3を共同開発いたしました

のでお知らせします。本開発機は、三菱重工サーマルシステムズが本年 8 月より販売を開始いたし

ます。 

 

工場で脱脂や部品洗浄などに用いる温水を作るため、化石燃料を使用した蒸気ボイラが広く使わ

れていますが、最近では優れた効率により省エネに貢献するヒートポンプが用いられるようになっ

ています。しかし、従来のヒートポンプには GWP が CO2の約 1,430 倍から 2,090 倍の冷媒が使用

されており、フロン排出抑制法※4の施行に伴い、冷媒の低 GWP 化が求められていました。 
 

今回開発した「Q-ton Circulation」では、GWPが低いR454Cを採用し環境負荷の低減をはかる

とともに、高いエネルギー効率を両立するために二段圧縮冷凍サイクルの採用、配管径の最適化な

どといった冷凍サイクルの最適設計を行い、COP3.3※5の高効率運転と、外気温度マイナス 20℃で

75℃の高温出湯を実現しました。また、迅速なアフターサービスを提供するため、IoT技術を活用し、

遠隔での機器の状態監視を可能にしました。 
 

■開発機の特長 

1. 日本で初となる低GWP冷媒の採用により環境負荷を大幅に低減 
欧州で先行導入されているGWPの規制値150をクリアするR454C（GWP146）を、日本国内で初め

て採用し、環境負荷を大幅に低減しました。 

2. 業界初となる外気温度‐20℃で75℃の高温出湯を実現 
二段圧縮冷凍サイクルを採用することで低外気温時の出湯温度低下を防止、室外温度マイナス 20℃ 

から43℃の広い範囲で75℃の温水供給を可能とし、工場で求められる年間加熱に対応します。 

3. 大幅な省エネの実現 
冷凍サイクルの最適設計により、循環加温ヒートポンプとして高いエネルギー効率（COP3.3）を達成

しました。例えば工場用ボイラからの更新の場合、年間ランニングコストを約 67％削減可能※6としまし

た。（別紙参照） 

4. IoT技術を活用し迅速なサービスを提供 
インターネットを介して遠隔で機器の状態を監視する三菱重工サーマルシステムズのサービス

「M-ACCESS（エム－アクセス：Mitsubishi-internet-Access）」に対応予定、24 時間監視により機

器の不具合発生時にも迅速なサービスを提供します。 
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※1  Global Warming Potential（地球温暖化係数）は二酸化炭素を基準にして、ほかの温室効果ガスがどれだけ

温暖化する能力があるか表した数字のことです。 

※2 空気熱源ヒートポンプは、熱源となる大気から熱を汲み上げることで高温の温水を作り出します。一方、水熱

源ヒートポンプの場合は水を熱源として熱を汲み上げます。 

※3 「Q-ton Circulation」は、三菱重工サーマルシステムズが販売する循環加温ヒートポンプの商品名です。 

※4 フロン回収・破壊法の改正により、フロン排出抑制法（フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法

律）が 2015 年 4 月 1 日に施行され、フロン類について全過程で漏洩しないよう適切な対応を義務づけるとと

もに、GWPの低い代替フロンへの転換を求めています。 

※5 COP（Coefficient Of Performanceの略）は、熱源機のエネルギー消費効率を示す成績係数のことで、値が

大きいほど省エネ性能は高まります。COP＝加熱能力（kW）÷消費電力（kW）で、消費電力は熱源機本体の

消費電力です。外部に設ける循環ポンプの電力は含みません。本開発機のCOP3.3とは、外気温25℃（相対湿

度は70％）にて、温水入口温度60℃、出口温度 65℃の条件における値です。 

※6 総合効率 50％のガス式ボイラシステムを熱源とした工程に屋外設置した開発機を適用した場合の低減効果で

す。実際の運転状態によって効果は変動します。 

 
 
【製品に関するお問い合わせ先】 

 三菱重工サーマルシステムズ株式会社 営業部 TEL: 03-6716-4881 
 
 
別紙 ： 開発機の概要 
 

以 上 



別紙 

 

開発機の概要 

 

1 外観 

 
図 1  Q-ton Circulation の外観 

 

2 仕様 
表 1  Q-ton Circulation の主な仕様 ※1 

項目 性能 

 性能 

加熱能力 ※1 40kW (最大50kW) 

COP ※1 3.3 

定格流量 ※1 6.88m3/ h 

熱源 空気熱源 

出口水温 設定範囲 40～75℃ 

流量範囲 1.72～9.63m3/ h 

使用範囲 外気温：－20～43℃ 

冷媒 R454C (GWP=146） 

法定冷凍トン 3トン未満 ※2 

外形寸法［mm］ H2048×W1350×D720 

製品重量 432kg  
 

※1 外気温：25℃（相対湿度は70％）、温水入口60℃、温水出口65℃の条件における値。 

※2 法定冷凍トン3トン未満のため高圧ガス保安法適用除外。 

  



 
 

 
 
3 開発のポイントと特長 
 

 

図 2 Q-ton Circulation の開発のポイントと特長 
  

●高効率運転と高温出湯の実現

低GWP冷媒R454Cを使用するにあたり、冷凍サイクル
の 最適設計を実施。二段圧縮冷凍サイクルの採用、配
管径の最適化のほか低段側圧縮機に三菱重工業独自の
3次元圧縮機構(3Dスクロール)を採用、低外気温の高圧
縮運転時でも高効率の運転が可能となり、COP3.3の高
効率運転と、外気温度-20℃で75℃の高温出湯を実現し
ました。

●環境負荷の大幅な低減

地球環境にやさしい低GWP冷媒のR454Cを採用。GWP
値は現在ヒートポンプで広く使われている冷媒の10分の
1から14分の1。大幅に環境負荷を低減しました。

●迅速なサービスの提供

IoT技術を活用し、インターネットを介して遠隔で機器の状
態を監視することで、万が一の故障時には直ちに運転状
況を把握し迅速なサービスの提供を可能にしました。

※ インターネットを介して遠隔で機器の状態を監視するサービス
「M-ACCESS（エム－アクセス：Mitsubishi-internet-
Access）」に対応予定。

2090

1430

146
0

500
1000
1500
2000
2500

R410A R134a R454C

各冷媒のGWP（地球温暖化係数）比較
（値はIPCC第4次報告書による）

約1/10
約1/14 



 
 

 

 

4 導入効果(試算例) 
 工場用ボイラから開発機への更新の場合 

 

      図 3 年間エネルギー量            図 4  年間ランニングコスト 

 

[試算条件] 
・ 温水入口温度60℃、出口温度65℃、年間を通じて40kWの熱源をガス式ボイラから開発機に代

替したランニングコスト低減効果を算出 
・ 年間運転時間3,840時間（平日のみ16時間/日） 
・ ランニングコストは名古屋地区での屋外設置を想定しています 
・ ボイラのシステム効率は50％としています 
・ 実際の運転状態によって効果は変動します 

 

以 上 

 

 


